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オオバアサガラ は シカ食害地における林床植生の回復にあたって 高木にな
りシカが低嗜好性を示す樹種である オオバアサガラの導入を図るために 挿し木による増殖法を調べた
挿し木試験は 本種の 年生萌芽枝による挿し穂を 鹿沼土を床土としたプランタ に挿し付けることに
よって行った 発根促進処理の効果 および挿し穂長の違いと発根等の関係を調べた 発根促進処理には粉
剤 液剤のオキシベロン を用い 挿し穂長を と に変えて試験した 試験の結果 挿し付
けから 週間でカルスが形成され 週間で発根が始まった 挿し穂長の違いでは の挿し穂で良
好な発根が認められた 特に発根促進処理を施すことで旺盛なカルス形成 発根が確認された したがって
発根促進剤を処理することで より活力のある挿し木苗の生産が可能といえる 処理剤の選択にあっては
取り扱いのしやすさおよび発根の早さから粉剤の方が適しているといえる
オオバアサガラ 挿し木 発根促進処理 シカ 低嗜好性
の採食によって下層植生が衰退している林地に 植生回復
の つとしてオオバアサガラを導入することが有効なので
森林に求められる公益的機能および木材生産機能を両立 はないかと考えた オオバアサガラはエゴノキ科アサガラ
するためには 適切な森林の管理や 森林における生物多 属の落葉高木性の広葉樹で 本州 山形以南 から九州 宮
様性を構成する野生動物との共生が必要不可欠である 東 崎以北 の温暖な沢沿いに分布し 樹高は大きいものでは
京農業大学奥多摩演習林が位置する奥多摩地域にニホンジ にもなる 水平根の発達が著しく 急傾斜地におい
カ 以下シカと呼ぶ が生息していること ても生育が確認されている
は以前から知られていた 生息数の非常に少ない時代が長 本研究では 本種を林地へと導入するために 挿し木に
期間続いたことから 国によるメスジカの狩猟禁止措置に よって生産することを目的とした 挿し木は種子繁殖と違
加え 東京都は昭和 年度から奥多摩町でオスジカの狩 い 枝などに含まれる養分が利用できるため育苗初期の成
猟の禁止に踏み切った その結果 シカの個体数は増加し 長が早いことが利点とされている また一般的に 挿し
シカによる農林業被害や自然植生への被害が多数報告され 穂の採取は若齢木からが良いとされ その中でも特に萌芽
ている 現在 東京都においてはシカ対策を 東京都獣害 枝は発根が良いことが知られている 本種は高い萌芽性
対策基本計画 の中に位置づけ オスジカの狩猟の解禁と を示すことがすでに明らかにされており 挿し穂として
いった措置を取っているにも関わらず 食害による林床の の萌芽枝の調達は容易である この萌芽枝を利用した挿し
裸地化が引き起こす土壌流亡は深刻さを増している 表 木が可能であれば 本種の増殖法として挿し木は有効であ
土の流失は持続的な森林管理を危うくするばかりでなく るといえよう そこで本研究では挿し木処理後の発根の経
次世代種の更新を阻害するなど生態系に与える影響は計り 過 および発根促進剤の処理効果を調査解析し 林地導入
知れなく 早急な解決が求められている に向けた増殖法の結果を報告する
奥多摩演習林内においては シカによる採食を過度に受
けている 下層植生としてはシカが不嗜好性を示すフタリ
シズカ マツカゼソウ ハシリドコロ等以外の草本は僅か 試験は 東京農業大学 号館 階西ベランダにおいてプ
である 木本においても 高木種はシカの嗜好性の低いオ ランタ を用い 用土深は約
オバアサガラ のみ更新していると として行った 挿し木を行った 年 月 日から
いってよいほど植生の貧弱化が進行している そこでシカ 最後の掘り取りを行った 年 月 日までの期間 長
高橋幸弘 西尾恵介 菅原 泉 上原 巌 佐藤 明
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キ ワ ド
は じ め に
試験地及び試験方法
オオバアサガラ
の挿し木に及ぼす挿し穂の長さと
発根促進法に関する研究
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処理群別の平均末口径
縦線は標準偏差を示す
処理群の名称
発根タイプ
期に渡る高温や乾燥 降雨などの目立った気象状況にはな
らなかった ベランダで観測した調査期間における平均気
温は 平均湿度は であった
試験に用いた挿し穂は 年 月 日に採取した 挿
し穂は東京農業大学奥多摩演習林内に自生している
年生のオオバアサガラより採取した この母樹は
年 月に除伐 その翌年より多くの萌芽枝を発生させてお
り 挿し穂としてはその際に発生した前年枝の萌芽枝を用
いた 採取の時点で挿し穂の芽の展開は起こっていなかっ
た 予備試験として行った本種の挿し木試験では 挿し穂
の末口直径が 以下であると発根促進処理の有無に関
わらず挿し穂の枯死が顕著にみられた そこで今回用いた
挿し穂は末口直径が 以上のもののみを使用した
発根促進処理試験は バイエルクロップサイエンス社製
の粉剤 と液剤 の 種を用いた
前者はインド ル酪酸 を含んだオキシベロン粉剤
後者はインド ル酪酸 を含んだオキシベロン
液剤である オキシベロンを用いた挿し木試験はいくつか
報告されている 挿し木による増殖の有効性を判断する
上でも 処理が容易で実用に供せられるという点でも有用
と判断し これらを用いた また 発根促進処理の比較対
照として無処理 を設けた 挿し木を行う前に全
挿し穂について末口径を測定した その結果を図 に示
す 挿し穂は採取後 長さを および
の 種類に切り分け 切り口を斜め切りに
よって処理した 挿し穂の長さは 用土に挿し穂がほぼ埋
まる長さとして さらに用土からの露出を増やすた
めに とした その後研究室に持ち帰り 無処理 粉
剤処理の挿し穂は流水により一昼夜浸水処理を行った 粉
剤処理は挿し付けを行う直前に 斜め切りに処理した基部
から挿し床に埋まる部分まで粉剤を付着させた 液剤処理
の挿し穂は インド ル酪酸が となる濃度に調
整した溶液中に 粉剤処理と同様に 斜め切りに処理した
基部から挿し床に埋まる部分を十分に浸水させて処理し よる発根状態の変化を評価しやすいように 切り口より
た 以内に発生したものを基部の発根 それより上部に発
挿し床は鹿沼土を用いた 各プランタ には挿し穂を 生したものを幹部からの発根とし 表 のように発根のタ
本ずつ 挿し付けの深さは挿し穂長 ともに イプを分けた 統計処理には 検定を用いた
プランタ の底に近い約 に挿し付けた 各処理群の
組み合わせと本数 および処理群名を表 に示す いずれ
の処理群とも挿し付けたプランタ を 基ずつ用意した
発根状況 カルスの形成 葉の展開状況等の調査は 挿し
付けてから 週間後の 月 日から毎週 週に亘って各 掘り取り日ごとの処理群別のカルス形成率の推移を図
処理群のプランタ を つずつ掘り取りして行った 測定 に示す すべての処理群において 挿し付けから 週目
項目は発根本数 最大根長 根重量 カルス形成 基部肥 に多くの個体でカルスの形成が 発根に先駆けて確認され
大径 葉重量とした カルス重量 根重量 葉重量につい た 写真 に挿し付けから 週目のカルス形成の様子を示
ては 挿し穂から切り分けた後 熱風乾燥機において す 挿し付けから 週目では発根は確認されていないもの
で 時間乾燥させたのち 測定した なお 挿し付 の 基部を取り巻くようにカルスの形成が確認された
け前と掘り取り時に基部直径を測定し その比率をもとに
基部肥大率を求め 成長の目安とした 掘り取り日ごとの処理群別の基部肥大率を図 に示す
灌水は 挿し付け時に十分な水を与えた後は プラン カルスの形成が確認された 週目より 各群で基部の肥大
タ の土の表面が乾いた時点で適時行った が確認された 特に 週目以降 発根促進処理を施した挿
発根促進剤処理の有効性を検討するにあたって 処理に し穂で基部肥大率は高くなり と 間において
図
表
表
発根の経過
カルス形成率
基部肥大率
結 果
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オオバアサガラ の挿し木に及ぼす挿し穂の長さと発根促進法に関する研究
処理群別のカルス形成率の推移
処理群別のカルス重量の推移
挿し付け後 初期のカルス形成の様子
処理群別の発根率の推移
処理群別の基部肥大率の推移
た 週目以降 と 間において有意差がみられ
週目には と 間において有意差がみられた
また 週目には挿し穂長 で粉剤処理を
施した と液剤処理を施した 間で有意差がみられた
最終掘り取り日の 週目にかけて いずれの処理群にお
いても 挿し穂の発根がみられた
掘り取り日ごとの処理群別の発根率の推移を図 に示
す 挿し穂の発根は挿し付けを行ってから 週目より確認
された 週目では発根促進処理を施した全ての群におい
て 発根率が 以上を示した しかし 無処理で挿し穂
長が の では 週目においても発根率 に留
まった 同じく の でも 週目において発根率
また と 間においてそれぞれ有意差がみられた を示したものの 発根率 に達したのは 週目で
あり 発根促進処理を施した他の群に比べて発根が遅れる
傾向にあった 発根促進処理を施した群では いずれも週
掘り取り日ごとの処理群別のカルス重量を図 に示す を重ねるごとに高い発根率を示した
カルスは重量が小さいため 処理群間での差は顕著にみら 図 にカルス形成率と発根率の関係を示した 本種の挿
れなかった しかしながら基部肥大率と同様に 発根促進 し穂は 各群ともに挿し付け初期にまずカルスの形成がみ
処理を施した挿し穂でカルス重量は多くなる傾向がみられ られ その後 順次発根が確認された
図
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発根率
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掘り取るプランタ が各週異なるため 発根がみられ
なかった週は無記入となっている
高橋 西尾 菅原 上原 佐藤
処理群別の根重量の推移
カルス形成率と発根率の関係
処理群別の最大発根長の推移
処理群別の発根本数の推移 と同様に挿し穂長 の において高い値を示し
週目に と 間において有意差がみられた
また に対しても同様に で高い値を示
し 週目において両者間に有意差がみられた
掘り取り日ごとの処理群別の発根本数の推移を図 に示 掘り取り日ごとの処理群別の最大発根長を図 に示す
す 発根が見られ始めた 週目の時点では どの処理群 最大発根長も根重量の傾向と同様に と 間にお
においても発根数は僅かであった しかし 挿し付けから いて 週目に と 間において 週目に それ
月日が経つにつれ 挿し穂長 ともに発根促 ぞれ有意差がみられた
進処理を行った挿し穂ほど発根本数は増加の傾向を示し
と 間において また と 間においてそ
れぞれ有意差がみられた 挿し穂の採取を行った時点では芽は展開していなかった
また 粉剤処理と液剤処理では 掘り取り日ごとに発根 しかし 挿し付け直後から徐 に芽の展開が確認された
数にバラつきがあり明瞭な傾向は見られなかった 処理剤 図 に掘り取り日ごとの処理群別の葉乾重量の推移を
による差異は明瞭ではないものの 挿し穂長 で液剤 示す 週目から葉が展開しはじめ 週目まで葉乾重量は
処理を施した で発根が見られた 週目以降 挿し穂長 増加した 挿し穂長と葉量との関係は 挿し穂長 の
の違いによる発根量は挿し穂長 の と比較し 方が に比べて葉量は高かった しかし 発根促進処
て挿し穂長 の で良好な発根数を示した 特 理の有無による差はみられなかった
に 週目においては と 間において有意差が 葉乾重量と発根数との関係をみたところ 週目に掘り
みられた 取りを行った の挿し穂では両者に一定の関係が得
られた しかし それ以外の掘り取り時にはいずれの処理
掘り取り日ごとの処理群別の根重量を図 に示す 前述 群とも密な関係はみられなかった
したように発根は挿し付けから 週目で確認されたが 発
根量が僅かで重量の測定が困難なため 発根量の増えた
週目より秤量を始めた 測定の結果 根重量は 発根本数 発根の様子を写真 に示す 写真は 週目の掘り取り
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発根本数 最大発根長
葉量との関係
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オオバアサガラ の挿し木に及ぼす挿し穂の長さと発根促進法に関する研究
処理群別の発根タイプ
処理群ごとの葉乾重量の推移
挿し付けから 週目の挿し穂の様子
挿し穂基部の様子
根は発根促進処理を施していない においてそれ
ぞれ と高い出現率を示した 基部及び幹部から
の発根は に比して で に比して で多
く出現する傾向がみられ 特に 挿し穂長 で粉剤処
理を施した において多く現れた
挿し穂の長さの違いが発根に与える影響を評価するた
め 検定を用いて検討した結果の一覧表を表 に示す
その結果 発根本数 葉乾重量では 挿し穂長 に比
べ で有意差の出現回数が多く 最大発根長 根重量
においても有意差がみられた 一方 カルス重量と基部肥
大率では挿し穂長の違いとの間にはみられなかった
発根促進剤処理の効果について同様な検討を行った 表
その結果 無処理の群に比して発根促進処理を施した
群において 発根本数 最大発根長 根重量 カルス重量
基部肥大率で有意差がみられた 一方 発根率 カルス形
成率では 発根促進処理による効果は認められず 無処理
であっても上述したように発根 カルスの形成が確認され
た
次に 粉剤と液剤の形状の違いによる発根 カルス形成
等の違いを比較 検討した 表 発根本数 最大発根長
では 週目において 挿し穂長 で液剤処理を施した
に比して粉剤処理を施した において良好となり 有
意差がみられた カルス重量 基部肥大率では 挿し穂長
ともに粉剤処理を施した に比して液
剤処理を施した において良好となり 有意差がみら
における各挿し穂の発根状態である 週目では全ての処 れた
理群において発根が確認されており カルスの形成も旺盛
であった
挿し穂における発根部位のタイプ分けは 発根量が僅か
な段階では判定しにくいため 週目以降のデ タをまと 今回の試験では オオバアサガラの挿し木のカルス形成
めて表示した 図 最も多く出現したのは基部からの は発根促進処理の有無にかかわらず 挿し付けから 週
みの発根で を除いて多くを占めた 幹部からのみの発 間後に確認された カルス形成は直接には不定根形成に関
図
図
写真
写真
挿し穂の長さの違い
発根促進剤処理の効果
発根促進剤の形状の違い
カルス形成と発根
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挿し穂長の違いによる測定項目ごとの有意差の出現状況
発根促進処理剤の有無と測定項目ごとの有意差の出現状況
発根促進処理剤の形状の違いによる測定項目ごとの有意差の出現状況
係なく 独立した現象であると考えられている しかし た後もカルスの形成は継続して認められ カルス重量の増
適度なカルス形成は 挿し穂の腐敗を防ぐといった面で役 加が確認された 樹種によっては発根を阻害するほどの旺
に立ち 条件次第ではカルスから根や芽が分化する つ 盛なカルス形成が挿し木において問題視されているが 本
まりカルス形成は 発根の前段階として挿し穂にとって重 試験ではそのような個体は認められなかった
要な生理作用であるといえる 本種の場合 多くの個体で 挿し木の発根は 挿し付けから 週間後に確認され
カルスが形成された後 それに続くように発根が認められ た 挿し木における発根までの期間は 樹種によって異な
た さらに 未発根の状態で生存している挿し穂は大半が るとされ 早く発根するものほど挿し木の活着率も高い傾
カルスを形成しているなど カルスの形成は本種において 向にあることが知られている 発根に要する期間を取りま
も重要な意味をもつといえよう また 発根数が増え続け とめた町田ら によれば その平均は 日とされてい
表
表
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オオバアサガラ の挿し木に及ぼす挿し穂の長さと発根促進法に関する研究
東京都環境局自然環境部計画課 第 期 東京都シ
カ保護管理計画 人とシカが共存する多摩の豊かな森づく
りを目指して 東京都 東京
林 弥栄 有用樹木図説 林木編 誠文堂新光社 東
京
日本林業技術協会編 森林 林業百科事典 丸善株式
会社 東京
日本林業技術協会編 林業百科事典 丸善株式会社
東京
上田敦子 シカの低嗜好性を示すオオバアサガラの
生育特性および繁殖特性 東京農業大学修士論文 東京
佐 木義則 諌本信義 きのこ原木林育成技術試験
クヌギの挿し木発根促進試験 大分県林業試験場年
報 大分
小山孝雄 枝物の挿し木による増殖技術の確立 鹿児
島県林業技術研究成果集 鹿児島県
町田英夫 さし木のすべて 誠文堂新光社 東京
中村三夫 松井鋳一郎 原田典幸 日本産シャクナ
ゲ オオバシャクナゲ の不定根に関する研究 第 報
園芸学会雑誌
大山浪雄 上中久子 発根困難なスギ ヒノキの精英
樹のさし木に対するエクベロン インド ル酪酸 の効果
日林誌
上田敦子 石井祥子 菅原 泉 河原輝彦 シカの
低嗜好性を示すオオバアサガラの成長特性 回日林関東
支論
高橋幸弘 西尾恵介 菅原 泉 上原 巌 佐藤 明
異なる光環境下に植栽したオオバアサガラ
の生育特性 関東森林研究
ることから 本種の発根の難易度は 中間的なものに属す 支障を招きやすいのに対し 粉剤処理ではそのような不便
る な点がなく 事業的に行うには有利であると報告してい
また 葉の展開は不定根を誘起する要因である といわ る こうした指摘に加え 今回に試験では 統計的な有意
れている しかし 今回の結果では 挿し穂の葉乾重量と 差はみられなかったものの 粉剤処理のほうが発根が早い
挿し穂の発根に相関関係は認められなかった 中村らが という傾向が得られた つまりオオバアサガラの挿し木に
行ったシャクナゲの挿し木試験においても 挿し穂の葉量 おいて発根促進処理を施す際には 粉剤を用いるほうが効
を変えても 発根に差異はみられなかったと報告されてい 率的であるといえよう
る こうしたことから 本種の挿し木生産においては 葉
の蒸散を抑制するといった観点からの葉量の調整は必要な
いものと判断される オオバアサガラの苗木を林地へと植栽した事例による
と 林内の相対照度が 以下の林地では 活着が著しく
低下する ことが報告されている しかしながら 活着
挿し穂長の違いでは 発根本数や最大発根長 根重量に 年後においても 相対照度が 程度の暗い林分下
おいて挿し穂長 の群に比して の群で良好と であっても そのままの生存率で推移する ことが明らか
なり 有意差がみられた 挿し穂長 の挿し穂におい にされている これらのことから 一定程度の光環境であ
て良好な発根を示したことは 挿し穂内に蓄積された養分 れば 挿し木苗の植栽の場合も林地への導入に大きな問題
量が多いため の挿し穂に比べ早い時期から多量の は生じないものと予想される 今後 林地導入に向けた移
根を発生させることが可能であったと推察される 発根促 植試験を行うなど さらに詳しく検証していく必要があ
進処理による発根等への影響をみてみると 発根促進処理 る
を施すことによって 挿し穂長 の群においても発根
率 発根量ともに 挿し穂長 の群と同程度の値を示
した このことから 挿し穂長が 程度でなくとも
程度であれば 実用上大きな障害とはならないと考
える 発根促進処理を施さず 挿し穂長を とした
では 挿し付けから 週目の発根率が に達した この
値だけから見れば 発根促進処理を施さなくても 一定程
度の挿し木苗の生産は可能といえよう しかしながら 発
根促進処理を施した挿し穂では無処理に比べ 以上の
発根率を示す時期が早いこと 発根本数 最大発根長 根
重量 カルス重量 基部肥大率などの値に有意差がみられ
たことのほか 発根促進処理を施すことで発根部位が広が
り 基部以外からも旺盛な発根がみられるという結果が得
られた 挿し穂において根が早期に発生し 発達が十分で
あれば 葉の展開後の蒸散による水分消失を吸水によって
補うことが可能となり 水ストレスが回避され 水分収支
のバランスを保つ上で大きな役割を果たしてくる ことに
なる したがって 経営上のコスト的な事が許されるなら
ば 発根促進処理は 根系の発達の良好な挿し木苗の生産
を確実なものとすることから林業的にも意義のある増殖法
といえる
発根促進剤の使用にあたって粉剤と液剤との処理間での
差をみると 発根本数 最大発根長は粉剤処理で良好とな
り カルス重量 基部肥大率は液剤処理で良好となった
このように今回の試験では 発根促進剤の形状間におい
て 両者の有効性を結論付けることは出来なかった しか
しながら 大山ら の解析によれば 液剤処理では 処理
時間 処理容器などに制約され 多量の挿し木を行うには
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AKAHASHI ISHIO UGAWARA
EHARA ATO
: Serious forest ﬂoor vegetation damage by deer grazing has been extensive in the Okutama
region in Tokyo. Such damage has also caused forest soil erosion. One of the solutions for the
problem, planting the particular tree species for which deer have less appetite, can be e ective.
is one of the species which have regenerated and grown vigorously in Okutama
region, so we believe it is one of the suitable species for planting. We attempted rooted cutting method
of On the cutting examination, two years-old sprouts from rootstock of natural
young trees were used for scions of cutting, and then were embedded into Kanuma soil of planters. In
addition, we tested IBA (Oxyberon) treatment and scion length. After cutting, most of scions formed
callus and root from to weeks and to weeks, respectively. The results showed that IBA accel-
erated rooting and making callus. cm length scions made more roots than cm ones. Therefore,
we recommend the use of the scion of cm for propagation. We also compared between powder and
liquid IBA, but there were few di erences between the treatment methods. However, we would
recommend the powder type because of easier and more e cient treatments. From these results,
we reached the conclusion that rooted cutting is a safe and e cient method for the propagation of
: , cutting, inducing root treatment, deer, low palatableness
By
Yukihiro T *, Keisuke N *, Izumi S **,
Iwao U ** and Akira S **
A Study on the Length of Slip and Rooting
Promotion Method Inﬂuenced by
Cutting of
Pterostyrax hispida
Prostyrax hispida.
Prostyrax hispida.
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Pterostyrax hispida
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